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第 4 章では、 3 dB 光カプラを 2 段縦列に接続した構造を持つ非線形マッハ・ツェンダー型干渉計を長い非線形導波
路を用いて構成し、これに波長差の大きい信号光と制御光を入力することによって、信号光よりも低電力の制御光で
動作可能であるようなスイッチング機能が存在することを示している。
第 5 章では、全光学スイッチングデ、パイスを利用するネットワークシステムの具体例として、符号分割多重 (CDM)
スイッチによる自律ルーティング型全光学ネットワークの構成を検討し、経路上の全ノードでの出力ポート番号をビ
ット位置によって表現するパケット構成法と、この経路情報を光マトリクスによって CDM 符号に変換する全光学














(3) 3 dB 光カプラを 2 段縦列に接続した構造を持つ非線形マッハ・ツェンダー型干渉計を長い非線形導波路を用い
て構成し、これに波長差の大きい信号光と制御光を入力することによって、信号光よりも低電力の制御光で動作
可能であるようなスイッチング機能が存在することを示している。
(4)全光学スイッチングデバイスを利用するネットワークシステムの具体例として、符号分割多重 (CDM) スイッチ
による自律ルーティング型全光学ネットワークの構成を提案し、全光学 CDM スイッチが他の多重化法によるス
イッチと比較してより簡易な機能の光デバイスで構成可能であることを明らかにするとともに、 CDM 符号とし
てゴールド符号を用いた場合の相関特性からビット誤り率特性を求め、達成可能な最大多重度を明らかにしてい
る。
以上のように、本論文は、非線形全光学スイッチングデバイスに関する問題に対して多くの有用な研究成果を上げ
ており、次世代通信ネットワーク技術の先駆的研究として、通信工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
